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概要 私 齢 迄 に 妊瀦 妊婦 は 内 雕 の C ・ 矩 状 態・・ 陥 つ ・ ・… い 淳 又 妊 娠 4 ヵ 月 よ り Ca 舗 鰡

搬 与 す る 事 に よ 吶 因 性 の c・ 欠 乏 状 態 を 防止 す確 が 出来 る と い う事を 雛 し た カ  こ の Ca 欠 乏 状 態 の

臨 床 的嚇 つ 意味，・つ い て は 硼 な 勲 ・多 い ，そ ・ で 私 は 妊 婦 蜆 ら れ る 1・9 ・ ・amp 即 ち 下 肢 廱 の 齢 及

び そ 祉 C 。 と の 関係 に っ ・・て 検 討 を 臓 次 の 褓 を 得 た ． 1）1・g − p 鷹 婦 の 32・3％ ・翻 め られ 麗 婦

磯 分多、． 大 紛 は 孅 7 ・ 月以 wa・… 発 現 睦 褥・・ は 1 例 も欟 し て ・・な い ・2）1・9 … p は 2 〜3 躙

隔で 起 る も の が 最 も 多 く．焔 吩 は ・・a 皿 P と 共 V・ vaし い 疼 瀧 訴 えて L・る・3）大 部分は 黻 か 硼 け方 に ヵ’

け て 糊 し て 、、る が ，両瓣 腸 鯲 ・ 同時 に 起 ・ も の 眇 な い ．4）1・g … mp を 誠 る 妊 嫐 ・ C ・ 製 剤 の 静注

を徳 5 と
， 鯛 鋤 蛎 し ，大 部 分 講 注醐 後 2〜3 日 目 闘 果 の 輝 を 見て u ・る・5）C ・ 鄭 内囎 で

は 全 例著効 又 賄 娩 示 し ， 治 療 効果は 内服 開 始後 3 週間以 内靦 わ れ て L ・る・6）1・g ・・ amp を 訴 え る 妊 婦 の

血 清総 Ca 濃 度 の 変化 は 正 常 妊 婦 の そ れ と 著差 を 見な い が，尿 Ca ！Creatinin 巳 は よ り低 値 を 示 す ．7） Ca 製

剤 撚 群 の 内，罰 例で は 血 清 総 c ・ 濃 度及 び 尿 c ・1crea・i・ i・ ・ の 著明 な ，曽加 を 認 め る 府 翻 で は 血 聡 ca

濃度 の 軽度上 昇 と 尿 CalCreatinine の 明 ら か な 増加 が認 め られ る．8）Ca 製剤投与群 43例 中 ， 投 与 中止 後 4

例 に 再 発覡 た カ・，C ・ 剤 の 再 投 与 1・ よ り・・ず れ も症状 は 消 失 し た，そ し て 血 清 総 C ・ 灘 よ omCatc 「ea ’
“

inine の 変化 に 再 発 と の 相 関 関 係 が 明 ら か に 認 め られ た ．9）妊婦 に 見 ら れ る 1eg　cramp は 妊 娠時 Ca 欠 乏 状

態 が 駟 で あ る と考 妨 れ，蜻 総 C ・ 濃 度 よ り もむ し ろ 尿 C ・1C・ea ・i・ i・ ・ の 変化 を勘 す る 事 に よ り lcg

。，。 mp の 消 長を 知 る 勃 咄 来，従 つ て そ の 治療 又 は 予 防 を 行 t・ 5事 が 出来 る の で 臆 か ゲ
か と 考 kbiL る・

　　　　　　　　　 緒　　言

　私は今迄に
n

妊娠 ， 産褥時 の 血中総 Ca 濃度の 測定 ，

1 日尿 中排泄総 Ca 量 の 定量 と共に Ca 負荷試験 を行

な い ， 妊婦は妊娠時 ， 特別 に 臨床症状 を現わ さ な くて も

内因性 の Ca 欠乏状態 に陥 つ て い る事， 叉臍帯血 ， 母体

血 Ca 濃度 よ り胎児 は母 体 の Ca 欠乏状態の 有無に拘 ら

ずCa の 取 り込み を行 な うの では な か ろ うか とい う 事実

を 報告 した．

　次い で
2，
種々 Ca 含有製剤 を妊婦 に連続投与 し内因性

の Ca 欠乏状態 に対す る影響 ，
　 Ca 製剤 の投与方法 ， 投

与開始 の 時期，投与 Ca 剤 の 種類等 に つ い て 検討を加

え ， 妊娠 4 カ 月 よ り妊婦 に Ca 含 有 製剤 を連続投与す る

事が 有効であ り， 投与量 と して は 日本人妊産婦 の 常食 に

各種 Ca 含有製剤 を Ca 量 と して 1 日 0．5g 補 つ て や

れば充 分 で あ る とい うこ と，叉 昭 和40年 度熊本地方 の 国

民 栄養調 査
3）
では 1 日 Ca 摂 販量 は 515   とな つ て い る

の で妊婦は 1 日計 1．Og の Ca を摂取すれ ぱ 良い 事 に な

る ， とい う事 を 報告 した．

　今迄発表 して 来 た成績 よ り，妊娠時 Ca 代謝及 び そ れ

に対 す る対策は
一

応明 ら か とな つ たが ， しか し妊娠時の

低 Ca 状態 が臨 床的 に い か な る 意味 を持っ て い るか とい

う事 につ い て は 不明な 点が 多 く，成書に も記載 が な く，そ

れ に 関す る報告も甚だ少ない 状態であ る．妊産婦の Ca

欠乏状態は，血液凝固，子宮収縮，下肢痙輩等 ， 臨床的

に種7t の 意味を持 つ て い る もの と推測 ざれ る が，私 は妊

婦 に見られ る Ieg　cranlp 即 ち下肢痙＄の 概念及びそ れ と

Ca との 関係に つ い て検討 を 加えた の で報告す る．尚測

定方法は今迄に発表した論文
1）Z｝と同 じ方 法で行な つ た・

　　　　　　　　　 実験成績

　1．leg　cramp の 臨床症状

　1． leg　cra 皿 P の 発現頻度

　外来を訪 れ た 妊婦 225例の 内 leg　cramp を訴えるも

の は第 1表 に 示 す様に 72例32，3％ で あ っ た．

　2． 初産 ， 経産 の別

　Ieg　 cramp を訴 え る妊婦 72名に つ い て妊娠 回 数を調 べ

て 見 る と第 2 表 に 示 す 様 に 初産婦 34例47．2％，経産婦 38
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第 1表　leg　 cramp の 発 現頻 度

】eg 　 cramp 　 例

　 　 　 　 　
．「

　 　有

数

無

72 　（32．3％）

153　（67．7％ ）

L 計 　1225
第 2 表　初 産，経 産 の 別

轆 ，鍵 ！例 郵
産 134（・… ％ ）

と最 も 多 く ， 次 い で 1 週間 に 1 回訴え る もの 16例 22．2

％ であ る．尚 2週間に 1 回 leg　c・・ mp を訴 え る もの が

1 例 あ つ た ．

　5． 1eg　 cramp の 発現時刻

　第 5表 に示 す様 に深夜 に leg　cramp を訴 える もの は

40例 55．4％，夜明 け に 訴える もの は 25例 34．6％ ， 日 中に

訴え る もめ7 例 10％ で ， 本 症 の 90％ は深夜 か ら明け方

に か けて起つ て い る．

第 5 表 　leg　 cramp の 発 現 時 刻

初

経

1　　 計
1＿

副 38 （52．8％ ）
’−

1
’

　 　 　 72

例 52．8％で幾分経産婦に多 い 様 に思われ る．

　 3． leg　 cramp の 発現 時 期

　第 3表に示 す様に症状初発 の 時期 は 全例妊娠 6 カ 月 か

ら1Gカ 月の 問 に あり，妊娠 6 カ 月 で 初発す る も の が 1 例

1・4％，7 カ 月 で は 15例 20．8％ ， 8 カ 月 で は 27例 37。5

％ ，9 ヵ 月で は20例27．8％ ，
10カ 月では 9例 12．5％ とな

っ て お り，妊娠 7 カ 月 以 降に 98．6％，即 ち大部分が 発症

して い る．各 月 別 で は 妊娠 8 ヵ 月 で 初発 す る もの が最 も

・多 い ．

第 3 表 Ieg　 c ・ amp の 初 発 時 期

妊娠 月 数

S 冊M

例 数

1 （1，4％ ）

15　（20．8％ ）

27　（37．5％ ）

20　（27．8％ ）

　 　 X

匚 ．計
1−
r729

（12．5％ ）

第 4 表 Ieg　 cramp の 起 る 間 隔

間 隔

毎 目

2〜3 日 eこ 1 ［cl

1週 間 に 1 回

数週 問 に 1 回

計

例 数

12　（16．7％ ）

43　（59．7％ ）

16　（22響2％ ）

1 （1．4％ ）

72 「

　 4． Ieg　 cramp の 起 る 間隔

　第 4 表 に 示 す 様 に ， 毎 目 leg　 cramp を訴え る妊婦は

ユ2例16。7％で ， 2〜 3 日間隔で訴え る妊婦は43例 59，7％

発 覲 時 刻　　例 数

深 　 　夜

明 け 方

40　（55．4％ ）

25　（34．6％）

日 　 中 ．　 7 （10 ％ ）

1＿
計 72

　6． leg　cramp の 発現部位

　第 6表 に示 す様 に右足腓腸筋に cramp を訴 える もの

は 35例48．7％ ， 左 足腓腸筋 に は 23例31．9％ で両 側同時 に

cralnp を 訴 え る もの は 14例19．4％ で少ない 様である．

第 6表　leg　cramp の 発現部位

　 　 　 　 　

発 現 場 所 1　 例 　 　 数

右 　　足

左 　　足

両 　 　 足

計

35　（48．7％ ）

23　（31．9％ ）

14　（19．4％ ）

72

第 7 表 　症 状 の 程 度

症　　状 例 数

戦糟
み

「 57 （79・・％ ）

軽 い 痛 み

　 （十 ）
15　（20．9％）

痛 み を 訴 え 浸1
−一．一一一

　 　 　 　 　 　 　 　 〇
い もの （

一）

卜膏π 72

　 7．症状の 程度

　第 τ表 に示す様 に cramp と共 に激 しい 疼痛を訴 え る

もの が 57例 79 ．1％ 軽度の 峰痛 を訴え る もの 15例 2G．9％

で 大部 分 は 激 レい 疼痛を訴 え て お り， 痛 みが激 しい 場 合

は夜間眠 つ て い て も痛み の 為 に 目 が 覚め る 程で，本症 発

症例で は か な りの 苦痛 を伴 な っ て い る こ とが わ か る．

N 工工
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第 8表　産褥時 1eg　 cramp の

　　　　発現頻度

大　場
461− 31

leg　 cramp 　 例 数

有 0

無

計

185（　ユ00％）

185
　　」

第 11表　Ca 斉lj投 与 に よ る 治 療 効果 の 発現時期

　　　　　　 Asp−Ca 静 注群

［　 効 果 発 現 迄

　 の 　 口　 数

例 数

・ 12
0336415

日
　 1＿ ＿

10

第 9 表 　治 療効果 の 判 定基 準

Ca −gluconate 静 注 群

墾響劉 ・

例 数 0233545

日

21 °

・ 効 膿櫻留
eg

　
C「amp の 全 く

　　　　 3 週 間 以 内 に leg　cramp の 全 く
有　 効
　　　　 消 失 し た もの

無　効
全 く 1eg　 crarnp の 消 失 し な か つ

た もの

8． 産褥時 1・ gcramp の 発現頻度

　産 va　1 カ 月 目 の 褥婦 185例 に つ い て調査 し た結果は第

8 表 に示す通 りで ，
1eg　crarnp を 訴 え た もの は 1 例もな

カ・つ た．

　II．　Ca 製剤投与 に よる Ieg　cramp の 治療効果

　leg　cramp を訴え る妊婦に各種 硫 含有製剤を静脈内

注rs5（は経口投   し，そ の 治療効果 を調べ て 見 た ．な お

効果の 判定は 第 9表 に 示 す様 に著効，有効，無効 の 3群

に 分けて 行な つ た．

　 1． Ca 製剤静注群

　leg　 cramp を訴 え る妊婦 に 5％ L −Ca −aspa 「tate　 20cc

（1筒中に Ca と し て 1321ngri含 む製剤，以下 Asp−Ca

静注群）叉 は 10％ Ca −glucenate　10ec （1筒中に Ca と

して 9011壥 を 含 む 製剤）を 1 日 1 筒あて 6 日間連続静注

し， そ の 治療効果 を 見 て み る と，第10表 に 示 す様に 両静

注群 と も全例著効 を 示 した．治療効 果 の 発現時期 は，第

11表 に示す様に Asp−Ca 静注群では静注開始後 2 日 目で

効果 の 発現 し た もの は 3例，3 口 目 で は 6 例．4MH で

は 1例 で90％は 静注開始 ft　3 口 目迄 に効 果の 発現を見 て

い る．Ca −gluconate静注群 では 静注 開始後 2 日 目で効果

の発現 し た もの は 3例，3 日 目では 5 例 ，
4 日 目 で は 2

例 であり，治療開始後 3 日 阿迄 に 80％ は 効果の 発現を見

て い る．

　2．　Ca 製剤内服群

　leg　cramp を訴える 妊婦 に LCa −aspartate 　200ngを含

む製剤 1 日 6 錠 （Ca と して 1 日量 156mg以 下 asp ・Ca 内

服群 ） 叉 は 炭酸 Ca 　50伽 9，　V ・D ・2001u を 合む 製剤 1 日

2 錠 （Ca として 1 目量 400mgLX ド PJ 　内服群）を連

続投与 し，そ の 治療効果 を見 て みると， 表12表に 示 す様

　　　 第 12表 C ・ 剤 投 与 の 治療 効 果

Asp −Ca 　内 服群　　　　　　 P ・J 内 服 群

．
黼 効 果固 数］
著　 効

有　 効

無　 効

　計

　 3 （25％ ）
1＿L
　 9 （75％ ）

融 蘇 陣
著　効

1

o
琵

　 　 　 数

2 （ユ6．7％ ）

有　 効　　　　　　−− 1

無　 効

計．．

10 （83．3％）

9＿
12

第13表 c ・ 剤投与 に よ る 治 療効果の 発現 時期

　　　　　　 Asp −Ca 内 服群

効果発現迄

の 　 週　数
・ 1 ・

例 数 13435405
週

0

　　 第 ユ0表　Ca 剤投 与 の 治療 効 果

卸
一Ca 静注 群 　 　 Ca −glu・。 nat ・ 静 注 群

治 療効果　　例　　数

著　　効 10（10e％ ）

治 療 効 果

有　 　 効

無　　効

00

計 　1エ。
　　　　一 ．

著　　 効

例　 　 数

10（100％）

有　　 効 　　 0
　 　 　

−
　 　・　 　　 　　 　 　　 　

− i

無　　 効

計

010

P ．J 内 服群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　効 果欟 透
．．
II　 1 　 2 　 3 　 4

［
5週　1　　 の 　 週 　数　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿　　　　　　　　，　 　@　　@　　　J　 　　@ 　　　　　　@

@　

　

　 　
　

　
　　 　　

　
　 　

　 　　　
　 1 ・’・・ IL 　 41 ・L・・ に A ・P・

E 内 服 群では著効 群3 例 25 ％，有 効群9例75 ％であり，

DJ 内服群では著効群 2 例 16 ．τ％ ，有 効群 10 例 8

D3 ％ で 両 内服群 共 に 無 効例は エ例も認 め なかつ
た． 治療

果の発現時期は第 13 表に示す様に Asp − Ca 内 服 群

ﾅ ｝ま
内
服開始 後 1 週 間 以 内 に効 果の発現 し た も の3 例， N 工 工
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第14表 1・gcramp を 訴 え る 妊 婦 の

　　　血 清 総 Ca 濃度 の 変化

日産 婦 誌 19卷 5 号

第15表　妊娠月数 と 血 清総 Ca 濃度 の 変 化 （正 常妊 婦）

妊 娠 臘 ・
聖 陋 回 酬 ・

血

4・21

＝ ］
4．114 ．1
4．0　　4．0
4．1　　3，9

4．0　 　 　 4．0

清

一
ir4
．0

4．04
．0

総
4，2

4，03

．93

．9

4．13

．93

．9

一
ττ

4，0

Ca 4．2

濃

4．2

4．14

．04

．12D441244

4．13

．94
．14
．0

4．04
．0

度

4．14

．ユ

3．9
4．14 ．2　 　4．1

4，D4

．0

mE
叫 1

4．03

．93

．9

4．0　　4．14

’°
「

14 ．0

冂 ，oI

睡・数 II莚。評国国 ・・ vr」剛mX
血

清

総

軛

濃

度

mEq ！L

「5・0
．
4・814・9」4・6「耳・414・菖 4・414 ，24 ．1

平 　 均

4．9　4．54 ．6　4．9　4．5 　4．0　4．5
4．2　4 ．3　4．1　4．2　4．4　4．0．4．2
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D37D1

．34

齋

ﾖ

D9 譱
i
藷 1 肅蕊4．33 ．

4．13 。4．1 平均1・言2』，1 。 1 二 lil 「±1：1 ，」趨臺 ・ 414 ． 5r 　 　 　 　3．814． 3「
@　　　

　　　　　4．OI　4．2 　　　　　　　　　
　
　　　3．9　4

03 ．9 4 ． 514 ． 5 　 4 ． 5

@4． 4 　 4 ． Σ「 4 ．1 　4 ．OI 　 4 ： 013 ．9

} 　±　 ±　± 　± 　十　十　十 　十 　 2 週間以内
4 例， 3 週 間以内に 5 例となっており ， 内 服開 始後

T 問目迄に全例効果 の発現を見て い る ． PJ 内 服 群

は内服開始
後1週 間以内に効果 の 発現 し たも の 2 例， 2

間以内に 4 例，3 週 間 以内に6 例 と なつ

お り，Asp− Ca 剤投 与 群 と同じくこ

場 合も内服 開始 後3 週 間目

に 全例効果の発現 を見て いる． 　IIL 　Ieg　cramp と Ca 代
射 　 1 ．　血清総 Ca 濃度の 変化 　 i ） leg 　cra

を 訴え る妊婦 ： 1eg 　cramp を訴 え る妊婦 の妊娠月 別1百L
総Ca 濃度の 変化を見 てみ る と， 第 14 表に 示 す

に 妊 娠 6カ月 で4 ・2mEq ！L ， 10 カ月 で 4 ．OmEq
L と妊 娠 月 数 の 進行に伴な って幾分 低下の傾 向が 認 め ら

れ ，第 15 表 に示 す様 に 正常妊婦 のそれと殆ん ど1 司 様の

化を 示 しているが正 常非妊婦値4 ． 5mEq ！L に比べ
れば 明

か な低下を示し ている ． しかも妊 娠10カ月値で妊娠 4カ 月 以 降

DJ 　1日 2 錠連続 投与群 第16 表 ，　 Asp − Ca 　 1
  錠

与群第1 τ表 の4 ・4 皿 Eq1L ，4 ． 4mEqtL に対し て4．

EqtL 　と 血清
総Ca濃度の低 下 は明 ら か で あ る ． 　 ii ）

製 剤 静注群：1 巳 g 　 cramp を訴 え る妊 婦に Asp

Ca 　3 こ は Ca − gluconate を1日1 筒 あて6
間 速 続 静注 し， 静 注 開始前及び6

日間静 注 後に 採血
し
血清総 Ca 濃 度 を

定レて見ると，第18表に示す
様にAsp−Ca静

注
群 では虫omEq1

謔  ．3rnEqlL へ ， 　 ca − gluc
ate 静 0 ．3 　0．3 ．

D3 　
Ω

：
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．
Qp

．
3−

D3［5．2冖σ ．2
16 表 　 妊 娠 月 数 と
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第 18表　Ca 剤投与 に よ る血 清総 Ca 濃 度 の 変 化

Asp ・Ca 静注 群 　　　　　　Ca −gluconate 静 注 群

・・韈 1前
　 　 d

前 「6 日後

4．2　 　 　 4．4

大 　 場

−
一
2

皿
聴

4．24

．0
3　 V肛
4 通（

56

　
789

些
双

『

X

4．03

，94

．14

．04
．14

，04

．O

6 日後

4，44

．34
．34
．24

．34

．34
．24

．24

．2

1D　　 x　 　 　 　 　 3．9　 　 　 　 　 　 　 　 4．2

平均i　II±ま8al≠舌君7

No ．

12

ガ「

生
5

引

「

妊娠
月数

8

4．14

．14

．24
．14

．0

910

平 均

4．04

．1

X 　　4，0

4．24

．34

．44

．44

．34
．24

．34

．3
「X 　　3．9 ．　4，2

」1：1、　 4．3
± 0．07

463− 33

第 20表　Ca 剤 投 与 に よ る 1血清 総 Ca 濃 度 の 変化

　 　 　 　有 効 群

Asp −Ca 内 服 群　　　　　　　 P ．J 内 服 群

No ．

123456789

平
一

均
　

妊娠
月 数

wI

x

前

4．14
．04

．24

，04
．03

．94

．04

．1

1・週 後

　 4．14

．24

．24

．14

．04
．04

．14

．2

3．9
幽

4．1
　 4．0
，± 0．09

　 4．1
±0．07

注群 で は 4．1mEqtL よ り 4．3mEq ／L へ とい ず れ も増加

して い る．な お こ れ らの 症例 は い ずれ も臨床的 に 著効を

示 して い る．

　iii）Ca 製剤 内服 群 ：leg　cramp を訴え る 妊婦にAsp −

Ca 　 1 日 6 錠夊は P ，J　1 口 2 錠を連続投与 し，投与開始

前及 び 2 週間後 に採 血 し血清総 Ca 濃度を測定 した ．

　イ）著効群 ：臨床的 に 著効 を示 した 症例 に つ い て 血清

総 Ca 濃度の 変化 を見 て み る と，第 19表 に示す様に Asp−

ca 内服群では 4．1mEq ／L よ り 4．　3mEqlL へ
，
　 P．J 内

服群で は 4．lmEq1L よ り 4・4mEq ／L へ とい ず れ も血清

総 Ca 濃度 の 増加 が 見 られ る．

M 躍
　 12

皿

閥

K34567

一
〇
〇

9一
10

鳥
口
」
日卩

平均

4．04

．o4
．04

．04

．04

．04
．13

．94

．0

X　　3，9

「・ 週後

　 4．04

．14

．14
．24

．14

．24

．13
．94

，0

第 19表 　Ca 剤投 与 に よ る 血 清 総 Ca 濃度 の 変 化

　　　　著効 群

Asp−Ca 内服群 　　　　　　　　P・J 内 服群

No ．

123

平均

娠
数

妊
月 前

4．14
．1

2 週 後

4，44
．3

　 4．0　 　 　 　 4．3

±1：1，L言：1，

… i嬲 前

−

一
り目

ml4 ．・
＿ s＿ ＿

蚓 4．・

2週 後

平 均

4．34

．4

L言：｝。1±1：全。

　 　 　 　 4．0

±3：8、「±1：1，
第21表 　Ieg　cramp を 訴 え る 妊婦 の 尿

　　　　Ca1Creatinine の 変 化

妊 娠

』 数．

尿

Ca／Cr

平均

1．s… M

　 D．0670 ．0690

．0660
・0631

0．0600

．067

x

0 ．0501　　0．051

0．098：　　0．048
　 　

　　O．0581　　0，047
O．073O

．0590

，0870

．0500

，065O
．052

0．057

0．0700
．0470

．056

0．0680

．0590

．052

0．072　　　0．06〔｝

0．0440
．047

0．0771　　0．060

0．0871　　0．071

O．066　　0．076

0．069
0．048　　　0．0731　　 0．053

0．069　　　0．060
0．074　　 0．0640

．061

0．0400

．051O

．0480
．o函

o．o甎
　 0，0671
± 0 」±，8：8言垂｝L±：8：88瀏± 8：8皇9

0．057O
．060O

．0320

．055

　 0．055
十 〇．011

　 ロ ）膚 効群 ：臨床的 に 有効 と認 め られ た 症例で は，第

20表 に示 す
’
様 にAsp −Ca 内服群 ，　R ・J内服群共に 4．OmEq

／Lよ り 4．ユmEq ／L へ と軽度の 増加が 認 め られ る．

　2． 尿 Ca1Creatinineの 変化

　i）leg　cramp を訴える妊婦 ：leg　cramp を訴 え る妊婦

の ユ 日 尿中撰泄 Ca 量 を Ca！Creatinineよ り見 て みる

と，第 21表 に 示 す様 に妊娠 6 カ 月 で 0．06T ， 10カ 月 で は

O．e55とな つ て お り，第 22表に示 す様に 正常妊婦 の そ れ

そ れ の 値，0．099，0．060と比ぺ 低値を示 して い る．妊娠

4 カ 月以降PJ 剤，　 Asp−ca 剤投与群 の 尿 ca！creatinine

は，第 23，24表に示 す様にそ れ ぞ れ妊娠 6 カ 月で O．150，

0．16T， 10カ 月 で は O。1ユ8， 0．126で ，
こ れ ら と比 べ れ

ぱ leg　cramp 発症群 は 著明な Ca ／Creatin三ne の 低下を

刀 ｛して い る．

　ii）Ca 製剤静注群 ：leg　c 「 amP を訴え る 妊婦 に Asp −

Ca 叉は Ca −gluconate を 1 日 1筒あて 6 日間連続静注

し ， 静注開始前及 び 6 日 間静注後 に採 尿 し尿 Ca1Creati一
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第 22表 　妊 娠 月 数 と尿 Ca ／Creatinine 比 の 変 化 （正 常 妊 婦 ）

妊
墾

月数i非 妊 婦 lS皿Ml

O．187　　　0．1251　　0．115

0．0961　　0．088　　　0．073

0・1°liO・°89 °・090

0．153i　　O．089　　　0．083

尿

O．0960

．098O

．ogeO
．089

0．096　　　0．127

V0
．1060

．0920

．0730

．059

Ca1Cr0 ．0860

，127

O．162

X

0．082　　　0 ．076
．
　　0．068　　　0．076　　　0．069

0，0980

．1140

．0860

．073

0，098　　　0．0851　　0．118　　　0．098

lil翻 iil！
O．106

O．094O

．1040

．1540

．146

0．114

O ．1060

．1160

．095

O．154

O．110O

．072O

．081

0ユ57

0．200　　 0．153

0．083　　　0，109

　 　 　 　 　 0．185　　　0，200

平 均
＋ 躙

．

＋ 驪1

0，1440

，1250

．1050

．130

0．092　　 0．086． 0，114

0．118　　0．0981　　0．069
0．118　　 0．118

0．077　　　0．119

0．099　　　0．106

0．116　　　0．075

0．1190 ．119

0．0930

．0960

．0870

．107O
．077

0．068　　　0．0681　　0．068

O．082　　　0．085・

0．1D2　　 0 ．086

0．086　　　0 ．091

0．082　　　0．082

6
−
．086

0．0690

，070O

．04710

．076．

0．0680
．0810
．0840

．0940

．103

0，095、　　0，027

　 0．1ユ8
十 〇．026

0．085D
．031O

．062O

．067O
．049

O．092．　　0．080

0．0711　 0．070

：ヒ　8：志婁珪」ヒ　8：8翌瀏±　8：8？§±：8：81罸II±　8：8イ巷

0，0801O

．0670

．0300
．0740

．0340
．076O

．0500To6aol

± 0．0181

第 23表 　妊娠 月数 と 尿 Ca1Creatinineの 変化

　　　　　　　P ．J 剤投 与 群

第 24表　妊 娠 月 数 と 尿 Ca1Creatinine の 変化

　　　　　　Asp −Ca 剤投 与 群

妊娠
〕

月 数

尿

　

r
！
CaC

（
投 与
前 ）

SlVMio
・1150

，073

V0

．179　0．164

0．167　0．142

0，09010 ，148．0．171

0．083
．
D．1861

0．127　0。201O

．152tO

．148

0．085　0．194

0．ユ52　0．211

0．116　0呷191

0．154　0，189

0．146　0．174

0 ．151O

．］．350

．1470

．138O
．146

田　　 w矼

0．1700

．141O

．169．

10
．151O

．136O

．142

0ユ 390

．1520

．1570

．149O

．934

0．148O

，1310

．1500

，129O

．134

三x 　 　 x

0．120　0．ユ09
0．124　0 ．ユ12

0．131　0 ．124

0．1400

．131

0．1440

．1250

・10510

・1旦90
．118　0，184　0．150

　 　 　 　 　 ±

　　　　　　  ・9Ω8

O．121　0．118

0，140　0．120
0．132　0．119

0．131　0．121

0．129LO ．116

0．126O

．1310

，12210，177

0ユ26　0．122

I

nine を測定 して 見 る と，第 25表 に 示 す様に Asp−Ca 静注

群 では 0．06T よ り O．158へ ，　 Ga −gluc・ nate 静注群では

0．066 よ り 0．155 へ と， い ず れ も Ca 厂Creatinine の 著明

な増加が認め られ る．な お，こ れ らの 症例 は い ず れ も臨

床的 に著効 を示 して い る．

　iii）Ca 製剤 内服群 ：1eg　cramp を訴え る妊婦 にAsp 一

1平 均
［i．。，61盖．。、7

0．148　0．138　0．128　0．118

告．。、。i．。89 ．。。、
．i．。。41

髑
1鷦 ・

io・1150 ・208

10 ，07310 ，19瑩　　　lmO

．090　0．211
0．0830 ．193

矼、

0，1740

．185

尿

Ca！
　 Cr

O．19ユ

O．127o

・9婁巨
10．152D

．116

O，162

0．1670

．2000

．1860
．192

0．1470

．1860

．170

Rlx

0・L7el−9・160
．
0・14gE1石・118

　 　 　 0．171　0，141　0．1300．1820

．182O

．1580

．144．

0．167　0．134　0．134

0．1540

．146
』二

201

0．140　0．131

0．131　0．134

0．186．0．14ユ　0 ．124

0．160　0．142　0．128
　　　　　−　1

平 均

0．15510 ．164　0．15410 ．137

0．148

0．20810 ．工52

0．144
　 ＿1．
0．1250

．105
1

0．142　0．139

0．152　0，］26

0．1300
，118　0Jt96

’一
σ．167　0．164 ．　O，147

± 　　＋ 　　＋ 　　± 　　1±
0．026「6．026 「6．02210 ．e24　0．014

O．1250

．125

0．132
±
0．006

0．1290

．1240

．1240

．121O

．132D

．1280

．118

’
0．126

±
0，005

CalH6 錠叉 は P．J1 日 2 錠 を連続 投 ぴ し ， 投 与 開 始

前及 び投与開始後 2 週間 目に採尿 し，尿 Ca −Creatinine

を測 定 した．

　イ）著効群 ：臨床的 に 著効 を 示 した 叛例 に つ い て 尿

Ca1Creatinineの 変化 を見 て み る と，第26表 に示 す 様 に

Asp−Ca 内服群 では 0，068よ り 0．1τ7へ ，　P・J 内服群で
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭和42年 5 月 1 日 大 　 場 465− 35

第 25表 　Ca 剤 投 与 に よ る尿 Ca！Creatinineの 変 化

　Asp −Ca 静 注 群 　　　　　　Ca −gluconate 静注 群

第28表 　leg　 cramp の 再 発 頻 度

園鷺 i 前 一・ ・後

　 　 　 　 　 　 　 　O．152　 1　　 皿
10．067

2N ’M

　31 囎

丁 1TT

0．0680 ．157

678910

平均

　 　 0．068　0．167

　 　 0．077．0．16G

T …。．。731。．、8、

IX　 O，087

Ixl

ズ

x

く

O．0590

．D59O

．0670
．0440
．067

±
0．01G

0ユ86．

0ユ 770

ユ 620

ユ26O

．1160
．158「

十 　 　
【

i ．021

… 1鷺
「

副 ・ 日後

　 　 　 　 0．070　0．136　1　  

2m3躙

顎

一

4567盟

8gY101X

平均

0．056　0．172

0．068「 0．184

0，070　0．148

0．074
．

O．0720
．0660

．0620
．046

0．142O

．1390
ユ 680

．ユ56O

．128

再 　 　 発 　 　例 数

有

　 　 無

i
一

計

4 （9．3％ ）

39　（90層7％ ）

43

0．080iO．179

2・°’612 ・’551

0．00910 ．016i

第26表 　Ca 剤 投 与 に よ る 尿 Ca！Creatinine の 変 化

　　　　著 効 群

Asp−Ca 内 服 群

… 1髏
　 1　 　 1M23

平 均

前

0．098

IX　 O，06D

IX　 O．047

［・・ 後10
．183i0

．162

1− ＿．mr．

　 　 　 0．187

聿
・°6
『聿

・177

0．026［0．013

P ．J 内 服 群

・ ・髏 前 ・週 後

12 0．087　0．191

0．060　0 ．175

　 　 　 　 20 ．074　0．183
平 均 　 1± 　 ±
　 　 　 　 ト0．0ユ9　0．011

第 27表　C 乱 剤 投与 に よ る 尿 CaJCreatinineの 変 化

　 　 　 　 有 効 群

　Asp−Ca 内 服 群　　　　　　P．J 内服 群

… 髏 前 ・週 後

　 　 　 　 0，057　1 ！　xas　 　 　 　 　 　 　 O．112

　 　 　 　 　 　 　 0．116　 2　 　 　 　 0．062　 　 玉皿

3一
4一
56789

平 均

1岨［　　0．066　0．112　 　　　　　−l
1L2 璽 夐：」燮甦
IX　iO ．059：0．096　　卜　　　　　　　　　1

IXI　　O．044；0．108

］X 　　O．05010 ．089

］X 　 O．056．0ユ 01
’
K　　O．055　0．092

0．055　0．103
十 　　 　十

〇．006　0，008

No ．

−
一
234

一
5
一
6789

鷺 前 ［2 週 後

v皿

0．066iO，14σ
0．066［0』 74
　 　 10

． 52］0．090

閃 0・0500 ・141

D（　10．059　0．093

X10

　 X

平均

0．047　0．105

0．065　0．088

0．048　0．096
0．058　0．124
0．056　0．085

書：：：1陪：謂
は 0．074 よ り 0．ユ83へ と，い ずれも CatCreatinine の 著

明な増加が認められ る．

　ロ ）有効群 ：臨床的に有効 と認め られ た症例に っ い て

尿 Ca ！Creatinine の 変化 を 見 て み る と．第27表 に示 す様

に Asp ！ca 内服群 では o．055 よ り o．103へ ，　 P ．J内服 群

群では 0．e5Tよ り O．104へ と尿　CafCreatinine の 増加が

認 め られ る．しか し著効群 に比べ るとそ の ．上昇 の 程度 は

少な い ．

　 N ．再発 に つ い て

　妊娠中 leg　 cramp を訴 えた妊婦 の 内，妊娠 10カ 月及

び 産褥迄経過を追求 し得 た 症例 43例 に つ い て leg　 cramp

の 再発頻度 を見て み る と ， 第28表に 示 す様 に再発を来 た

した もの は 4 例 9．3％ であ っ た．そ の 4例 は 次の 通 りで

あ る．

　症例 I

　K ．K ．25才 2 カ 月　初塑

　妊 娠 8 カ 月 初 め よ り 2 〜 3 日 に 1回 の 間隔で深夜左 足

腓腸筋に激しい 疼痛 を併な つ た leg　 cramp の発現を見

て い る．P ．J　 1 日 2 錠 を30日 間連続内服 さ琶 た 所 ， 服用

開始褒 2週 間 目 で leg　 cramp は消失 し た ．以後，服用

中は leg　cramp の 発来 を見 な か つ た が ，服用中止 後 2 週

聞 目 よ り以前 と同程度の leg　 cramp の 再発を見たの で

Ca ・gluconate の 静注 を連続 6 筒 行 な つ た 所 ， 3 筒目 よ り

leg　cramp の 消失 を見 た ．静注終了後 PJ 　 1 日 2錠 を

分娩迄連続投与 した が，以後 leg　 cramp の 発来を見 て

い な い ．

　症例 I

　A ，N．2gオ 2 カ 月　 1回経産

　前 回妊娠時 に は Ieg　 cramp の 発 来 を 見 な か つ た．今

回 の妊娠で は ， 妊娠 7カ 月初め よ り毎 明 け 方 左足腓腸筋

に 1eg　 cramp の 発来 を 見，激しい 疼痛を訴えて い る．

Asp −Ca の 静注 を開 始 した 所 ． 4筒 目よ り leg　cramP の

発来 を 見な くな つ た． 6筒終了ee　Asp −Ca　l　Er6錠を30

日間連続内服させ た が ，内服中は発来を 見 て い な い ．服

用中止 後10 口 目 よ り 1eg　 cramp の 再発 を 見 たが ，謬痛

は 以前 と比 べ る と幾分軽 く， 夊発現回数も 3 日に 1回 と

減少 して い る．再 び Asp−Ca　 1 日 6錠 を連続投与 し た

所， 1 週間後 よ り 1eg　 cramp は消失 し， 以 後 分娩迄再発

を 見 て い な い 。

　症例 皿

1
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一

　 M ．K ，21才 5 カ 月　初産

　 妊娠 7 カ 月 中頃 よ り 2 〜3 口 に 1 回 の 間隔で深夜右足

腓腸筋 に leg　cramp の 発来 を 見 ， 激 しい 疼痛を訴 え て

い る．Asp −Ca の 静注 を 關始 し た 所， 3 筒 目 よ り leg

cramp は消失 した ．6 筒終了後 Asp −Ca　 1 日 6 錠 を30H

聞連続投与 した が服用中は再発を 見て い な い ．服用中止

後 2 週間 目 よ り以 前 と同程度 の leg　cramp の 再発 を 来

た し ， 再 び Asp−Ca　1 日 6 錠 を連続投与 した 所，1 週 間

目 よ り Ieg　cramp は消 失 し以 後 妊娠 10カ 月現在も服用

中である が 再発 を兄 て い な い ．

　症例w

　T ．F．33才 1 カ 月　 1 回経産

　前回 妊娠時 に は Ieg　cramp を訴 えな か つ た ．今 回 の 妊

娠 では妊娠 7 カ 月初め よ り深夜右 足腓腸筋 に 3H 間続け

てleg　cramp の発来を見 ， 激 しい 疼痛を訴えて い る．　 Ca

gluconate の 静注 を開始 した所3 筒目 よ り 1。g　cramp は

消失 した．6 筒終了後 PJ 　 1 口 2 錠 を 30日間連続投ケ

し，そ の 間は再発を見 て い ない が ，服用中止後 3 週間E

　　 第 29表 　再 発 例 に 於 け る 」血中総 Ca 濃 度及 び

　　　　　　 尿 Ca ！Creatinineの 変 化

　 　 症 例 1

症 　 状 　 の 　 程

．血清 総 Ca 濃 度 mEq ／L

l　P ．J　PJ 内 服

投与 前 2週 間 後．
度　 （什）　 （

一）

　 　 4．0　　4．2

尿 Ca ！Cr 0．059　　0．093

再 発 時
．
蹄罐

（甘）1 （一）
4．1 ［ 4．3

O．0560 ．172

症 例 皿

症　状 　の 　
一
程　度

Asp ・
　 Ca
静 注 前

Asp−Ca
静 　 注
6 日 後

唳

11 血清 総 Ca 濃 度 mEq ！L

Ca ／Cr

（什 ）　 （一）

4，1　　4．3
0．073　　0．181

再 発 時

（十 ）

4 ．2

Asp −Ca
内　 服
1 週 聞 後

（一）

4 ．2

0．087．　0．169

症 例 皿

1」 iAsp− IAsp −Ca

轟 摺 繭
醗 時

症 　状 　 の 　 程 　度
　

1 塑鐙 9・壁壷 mEq1L

尿 　 　 　 Ca1Cr

（幵 ）1 （
一

）　 （幵 ）

3 ．9　　4 ．2

　　　
　 　 　

’
1Asp −Ca ．

内　 服 ！

1
轡 倒

0 ．0671　 0．1774

．1　　4．1
0．072　　0，164

症 例 毘

1 症 状 　の 　程 度

1血 清 総 C 曜 度 mEq ！L

！尿 　　c ・／Cr

Ca −91
静注 前

（ff）
4．OO

．071

91
注

後

距C
静
6 一

）
「

（

再 発 時

（十）

一．＿
t’…・3　　1　

4・2

　0．］75　10．076

　 　 　 　 J
P ．J 内 股
2週 間後 旨

（
＿

）
一一i4

．30

．169i

よ り以前と同程度 の leg　cramp の 再発を見 て い る ．再

び P ・J1 日 2 錠を 分娩迄連続投与した 所 ， 以 俊再発を見

て い ない ．

　 以 上 4 例の 臨床症状， 亅血清総 Ca 濃度及び尿中 Ca！

Creatinineの 変化は 第29表 に 示 す通 りで，血 清総 Ca 濃

度よ り尿 Ca1Creatinine の 方 に よ り再発 との 関連性 が 窺

われ る．

　　　　　　　　 総括並 びに 考按

　妊婦 に見 られ る leg　cramp 即 ち下 肢鏗李 とは 突然下

肢腓腸筋 に 起 る 強直性 夊 は 間代性 の 激 しい 淫痛を伴 な う

痙拳 で あ る とい われ て い る．

　leg　 cramp の 発現頻度に つ い て は Greenhill4） は 50％

とい い ，SalvatoreS｝
は 980例の 妊垂静に つ い て 検討 を加 え

た 結果33％ に leg　cramp の 発現を見，私 の 成績 に近い

発現率を報告 して い る．

　初産，経産の 別では経産婦 に 幾分多い 様 に思 わ れ るが ，

Salvatore5） も60例中62．5％は経産婦
』
ごあつ た と 私の 或

績 と同様の報告 を 行な つ て い る．leg　cramp の 発現時期

に二つ い て は Page 　 and 　Page6，
は 60＆U中27％が 妊娠 2d週

に ， 63％ が 24〜34週 に発現 し た とい い
，
SalvatQre5）は 妊

娠 7カ 月で60例巾57．5％ ， 8〜 9 カ 月 で30％ ， 7 カ 月以

前で12％，そ の 内 2 例 t±　6 カ 月以前 に発現した と報告し

て い るが ，私 の 成績では 大部分が妊娠 7カ 月以 降に発現

して お り，そ の 内でも妊娠 8 カ 月で初発 した もの が 最も

多 く，妊娠 6 カ 月以前 に 発現 した もの は 1 例 もな か つ

た ・私 は 今迄 に，妊婦は 妊娠の 進行 と共に 次第 に Ca 欠

乏状態 に陥つ て 来 る とい う事実 を 報告 し ，
Holt　and

Howland7 ，，RUchs》

， 田中
9）
等 も同様の 意見を述べ て い る

が ，特 に Ca 欠 乏 状態 が 著明 とな る妊娠 の 最後 の 4 カ 月

間 に Ieg　cramp の発現を見 て い る こ とは ，
1eg　 cramp の

発生 原因 を考 える時興味あ る事 と思わ れ る． 1eg　cramp

の 起 る間隔は 2 〜3 日 間隔で起 る もの が 最 も 多 く， 次

い で 1 週問 に 1 回 起 る もの ， 毎 ロ起 る もの と な つ て い

る．

　1eg　cramp の 発現部位 は ， 下肢の 腓腸筋で あ り両 側同

時 に 発現す る もの は 少 な い 様 で あ る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 く
　症状 の 程度 は cramp と共 に激 しい 痛み を訴 え る もの

が 大部分である が，マ ッ サ
ージ 等を 行 な つ て数十 分後に

は 軽快 して い る 、

　lcg　 craMP の 発現時刻は大部分が 深夜か ら明 け方 に か

け て で あ り ， 前 に も述べ た様 に は げ しい 疼痛 を伴 な う

為，妊婦 に与 える苦痛 は 想豫以上 に強 い もの の よ うで あ

る．
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　 産褥時 に leg　crarnp の発現す る もの は 1 例もな く，

Salvatore5，
も 同様 の 成績を報告 して い る．

　 今迄に述べ た 様 に leg　cramp の 発現 と妊婦 の Ca 欠

乏状態 の 程度 との闇に 相関関係が認 め られ る事 は興味あ

る 事実であ る．leg　cramp の 発 症原 因 が Ca の 欠乏 に関

係 が あ る と思 わ れ る 以 上 ， そ の 治療 に Ca 製剤 を投与す

る 事は当然考えられ る 事であ り，
Kehrer1°） の Ca 塩を

投与す る 事に よ り，す ぐれ た治 療 効 果 を 得 た とい う報告

もあ る．従 つ て 私は 各種 Ca 含有製剤 を静脈内注射叉は

経 口的 に投与 して ， そ の 治 療効 果 を検討 した．

　 leg　cramp を訴 え る 妊 婦 に Asp −Ca 静注剤 （Ca と し

て 1筒中132  ），5（は Ca −gluconate 静注剤 （Ca として

1筒 中90mg）を 1 日 1筒あ て 6 日間連続静注 し，そ の 治

療効 果 を兄 て み る と，両静注群 とも全例著効 を示 し， 大

部分は静注開始後 2 〜 3 日 目で効果の 発現を見 て い る。

尚両静注群 の間に は 著差を 認 め な か つ た ．Salvatorc5〕
は

leg　cramp を訴 え る 60例 の 妊 婦 に 10％ Ca −gluconate　10

cc を 1 日 1筒 あ て 6 口閊連続静注 しT3．3％ に著効を得 ，

そ の 効果の 発現時期 は 静注開始後 3〜6 日の 間であっ た

と， 私の 成績 に近 い 成績 を報告 して い る．

　 次い でleg　cramp を訴え る妊婦に Asp −Ca 剤 （Ca と

して 1 口量 156  ），
PJ 剤 （Ca として 1 日量 400  ）

を 連続経 口 投 与 し，そ の 治 療効 果 を見 て み る と，両投与

群 とも全 例著効，叉 は 有効を示 し無効例は 1例も認 め な

か っ た．しか も全例投与開始後 3週間以内に効果の 発現

を 見 て い る，

　 Salvatore5＞ はCa 剤 投与を行なつ た 60例中 8，3％ に無

効例を認め，こ れ らは 他 の 治療法 に よ らね ばな らな かっ

た と報告して い る が，私 の 実験では 静注 群 ， 内服群 い ず

れ に も無効例は 認 め な か つ た 。し か し静注群 と内服群 を

比較し た場合 ， 前者 で よ りす ぐれ た治療効果 が 認め ら

れ ， 効 果発現 の 時期 も前者 の 方が 早 い ．即 ち leg　 cramp

の 治療法 と して は ，最初 よ り Ca 製剤の 経 口 投与を行な

う よ り 毛，ま ず静脈注射 で早期 に症状を 取 り去 り，しか

る 後，経 口 投与 に 切 り替 え る 方 が 良 い と思 わ れ る．

　 次 い で Ieg　cramp を訴 え る妊婦の 妊娠月別血清総Ca

濃度の 変化を見 て みると， 妊娠月数の進行 に伴 な い 低下

の 領向が 認め られ る が ，正 常妊婦 の 変 化 に比 べ て 著差を

認 め な い ．しか し妊 娠 4 カ 月 以 降 Asp −Ca 剤 ，
　 PJ 剤投

与群 に比べ れ ば明 らか に低値 を示して い る．

　Asp・Ca 静注群 ，　 Ca −gluconate 静注群では い ずれ も血

清総 Ca 濃度 の 上昇 が 認 め られ ， 叉 臨床的 に も著効 を 示

L て い る．

大　塲 467− 37

　 Asp −Ca 剤 P．J剤，内服群の 内 ， 臨床的に 著効 を示 し

た 症例で は ， 血 中総 Ca 濃度 の 明 らか な 上昇が 認 め られ ，

有効例で も軽度 の 上昇が 認め られ る．

　 次 に 尿Ca ／Creatinineの変 化 を 見て み る と，血 清総 Ca

濃度の 変化 と同様妊娠月数 の 進行 に 伴 な い 低下の 傾向

が認め られ るが，正常妊婦 の そ れ に 比 べ よ り低値 を示 し

て い る．妊娠 4 カ 月 以降 Asp−Ca 剤 ，
　P ．J剤投与群 に比

べ る と著明な 低値 を 示 し， そ の 変化は血清総 Ca 濃度 に

お ける よ り
一

層著明であ る．

　 Asp −Ca
，　PJ 静注群 では い ず れ も尿 ca ！creatinine の

著明な上昇 が 認 め られ て い る． Asp −Ca 剤，　 P ．J 剤内

服群 の 内 ， 著効 を示 した 症例では ， い ず れ も Ca 剤静注

群 と同程度の 上昇が 認め られ，有効 群 で も尿 CafCreati−

nine の 上昇が 認め られるが 著効群 に比 べ る とそ の 程度は

少な い ．

　以上 述 べ た 様 にCa 製剤 を投与 す る事 に よ り leg　 cramp

が 治癒 する とい う事，叉 Ieg　cramp の 臨床症状 の 変化

と血清総 Ca 濃度及び特 に尿 Ca！Creatinineの 変 化 の

間に 明 らか な 相関関係 が 認め られ る と い う事 実 は ，　 leg

cramp の 発症時期 と考え合 せ る 時，妊婦 に 見 られ る leg

cramp は 妊娠時の Ca 欠乏状態 が 原因 を な して い る

と考 え られ ，　Salvatere5）
，
Contarew11） and 　 Trumper ・，

Shohli：），Mendenhall 　and 　Drakels）
，
　 Mull 　 and 　 Billi・1

等 も同様の 意見 を述べ て い る．

　NSalvatores） は10％ Ca −gluconate ユOccを連続 6 日

間静注後 1 日 3〜5gr の Ca −gluconate を 3週間経 口投

与 した結果，投薬中止後60例巾18．2％ に 再発 を見 た が，
・

い ずれ も症状は軽 く，再び Ca 剤を 投与 す る必 要 は な か

つ た と報告 して い る．

　私も Ca 製剤 を 6 日間静注變，経 口 的 に Ca 剤 を30 日

間投与した症例43例中 ， 内服 中止 後4 例 （ 9．3％ ）の 再

発例を 経験 した が ，
こ れ らの 症例は い ずれも内服 中止 後

1 〜 3週の 問 に 再発 を訴えて お り，再発時の 症状も治療

前の 状態と余 り変 ら な い もの が 大部分であ つ た．しか し

い ず れ も再発後 Ca 製剤の 投与で Ieg　cramp は再び 消

失 して い る．

　こ れ ら再発例 の 亅丘睛 総 Ca 濃度 に は著明な 変化 は 認 め

られ な い が ，尿 Ca1Creatinine は症状 の変化と明 らか な

相関関係 を示 して お り， leg　 cramp 発現原因 と して の

Ca 欠乏説を裏付 け る もの として 興味が 深 い と共 に 血 中

総 Ca濃度の 変化 よ り もむ し ろ尿Ca ／Creatinine の 変化 を

追跡 す る 事 に よ りIeg　cramp の 消長を畑 るこ とが 出来 ，

従 つ て そ の 治療 叉 は 予防を行 な う事が 出来 るの では な か

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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ろうか と考 え られ る．

　　　　　　　　　　結　 　語

　1． leg　cramp は妊婦の 32．3％ に認 め られ経産婦が幾

分 多 い 様であ る．そ して そ れ は 妊娠 丁カ 月 以降に 大部分

発現し，産褥には 1イ列も発現 して い 、ない ．

　2． Ieg　 cramp は 2 〜 3 日 間隔で起 る もの が 最 も多

く，大部 分 は cramp と共 に激 しい疼痛 を訴 え て い る．

　3． Ieg　cramp は 大 部分，深疲 か ら明け方 に かけて 発

現 して い るが，両側腓腸筋に 同時に起 る もの は 少 な い 様

であ る．

　 4．　 Ieg　 cramp を訴 え る妊婦 に Ca 製剤 の 静注を行 な

うと ， 全例著効 を 示 し ， 大部分 は 静注開始後 2 〜 3 日 目

に効果の 発現を見 て い る，

　5． Ca 製剤内服群では 全例著効夊 は窟効を 示 し ， 治

療効果 は 内服開始 後 3週 間以 内 に 現わ れ て い る、

　6． leg　cramp を訴え る妊妬｝の 妊娠月別血清総 Ca 濃

度 の 変化は正 常妊婦 の そ れ と 著差を 見な い が ， 尿 Ca／

Creatinineは よ り低 値 を 示 して い る．

　 7． Ca 製剤静ttPtで は 血 清総 Ca 濃度及 び 尿 Cat

creatinine は著明 な増加 を示 して い る．

　8． Ca 製剤内服群 の 内，著効例では 血清総 Ca 濃度

及 び尿 CaiCreatinineの 著明 な増加が 認 め られ，有 効例

で は 血 清総 Ca濃度 の軽度 の 増加 と尿 Ca1Creatinine の

明 らか な 増加が 認 め られ る．

　9． Ca 製剤 6 日 間静注 後，30日 間経 口 投 与 を続 けた

症例43例中 ，
4 例 は 内服中止 後 1 〜 3週 の 間 に再発 を訴

え た が ，
Ca 製剤 の 再投与 に よ りい ず れ も症状は消失 し

た．こ れ ら再 発例 の 血 清総 Ca 濃度 に は 著明な 変化 は認

め られない が ， 尿 Ca1Creatinine は症状 の 変化 と明 らか

な 相関関係 を 示 し た ．

　10．妊婦に 見 られ る Ieg　cramp は 妊娠時の Ca 欠乏

状態が 原因であ る と考 え られ ， 尿 Ca ！Creatinine の 変化

を追跡す る事 に よ りleg　cramp の 消長を 知 る事 が 出来，

従 つ て そ の 治療又 は 予防 を行な う事 が 出来 る の では な か

ろ うか と考 え られ る。
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